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における悲劇性の回避





























る。しかし Goetheはまた同じ Eckermannに，自分は Ideeというようなものにはか
かわりをもたぬことを強調し， iなにかある抽象的なものを具体化することに 向って努
力するのは，一般に私のやり方ではない02)J と言いきっている。これら二つの言葉は，















出合うが，これも Goethe の直感， あるいは自然との交渉を通じての感性的な体験に
よるものと恩われる。
ところでこの作品のモチーフ，動機，すなはちこの作品が作られる中核となったもの






















時期には， 運命に対する信頼， 運命への感謝の気持が現われている。 Gundolf は，
"Werther“以後の Goetheは，白分は波落しないように定められているという確信を
もち，自分にはなにも懇いことは起らないのだという一種の宿命的な幸福感をもってい















て自分の中に憎しみを 感 じない。ただしばしば心配のかすかな夢が， ほのかに現われ
ることもありますが， それもまたすぐ消えて しまいます08)J というような言葉は，当
時の Goethe の遂命，神々に対するかかわりかたをよく示しているように恩われる。
敬神感情，運命に対する信頗感，自分の望みは完全に成就されるのだという確信，そし















たこととともに，Iphigenie が Orestと Pylades と一緒に帰郷するという課題が生
ずる。彼女が帰る理由は， Orestの救いに，清純な Iphigenieが彼に触れることが必










なければならない。以下 Iphigenie の試練の意味と ，それからの救いについて考察し
て行くのであるが，それには Iphigenieの性格に関してふれておく必要がある。
まず Iphigenieを Taurisの地につな智とめているのは， Thoasとの関係であり，




の Arkasとの対話に最もよく現われている。Arkas が i(あなたのように)美しいた
ましいをもった人が，高貴な人のさし出す親切に対していやな気持を感ずるのですか。」
(IV -2， 1493f. ) というと ，彼女は「そうです，高気Aな人が， 無作法にも，私の感謝
の代りに，私自身を得ょうとするときには。J CIV -2， 1495丘)と答えている。 たしか














































できないのか。J(IV -5， 1692仔) というが，この静かな希望というのは，彼女が最後ま
で純粋さを保ちながら(結局それが呪いを立ち切ることになる)帰郷することであると
考えられる。それで彼女ーの絡泡的なl叫ぴは， (J分とともに倫理的なものが失われてしま





































Iphigenie は Thoasとの対話において， Thoas の権力を楯にした暴力にいかに対
抗するかに必死になって努めている。彼女は暴力に抗するものと して純粋なたましいを
対置する。 したがって Iphigenie が純粋なたましいをもって勝利したとすれば，純粋
さとい うものに力がなければならない。 Iphigenieは，純粋さが暴力に抗する力をも っ
ていなければならないと信じているのである。だから「私のたましいの深みにはなんの






護を確信しているからではあるまいか。だから彼女はこの「大胆な企てJ(V -3， 1913f.) 
をまず神々のひざにゆだねたのである。それから Thoasに真相を打ち明け，iわたし
たちを滅ぼして下さい。もしあなたにそれがあえてできるならば。JCv -3， 1936f.)と










れねばならず， 決して Iphigenie の自己放棄ではない。むしろはげしい意欲をもっ
て，自分の要求を容れさせようと Thoasにせまっているとさえ感じられる。
41 






































































は 円phigenieのネqI聖さは道徳的な美しさ (moralbeauty)である。 Schillerがそれ
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